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≪優れている所≫ 

○書写における行書の筆脈のつながり

をよく理解しています。 

 

○中国故事の「矛盾」についての文章

で、現代仮名遣いにすることや、言

葉の成り立ちをよく理解していま

す。 

  

○登場人物の言動の意味を考え、内容

を理解することができています。 

 

≪努力を要する所≫ 

○じっくり文章を読み込んで問題の意

味を理解し、適切に解答することに

課題があります。 

 

○漢字を書くことに課題があります。 

 

○各段落の内容をとらえ、説明するた

めに適切な描写や言葉を選択するこ

とに課題があります。 

 

≪優れている所≫ 

○古典を読んで、そのあらすじを限ら

れた文字数で文章にすることが全国

平均よりも優れています。 

○研究発表に対して質問や意見の場面

で、全体の流れをつかみ質問の意図

を明確にして、表現をすることがで

きています。 

≪努力を要する所≫ 

○筆者が伝えたい意味を理解するため

に、深く読み込んでいくことに課題

があります。 

○グループでの話し合いの最後に、適

切な情報や考え方を提示して、まと

めることに課題があります。 

            

 
○国語力が上がっています。特に苦手であった「記述式解答」の力がついて

きています。授業で文章を書くことによって適切に表現する力がついてき

ています。 

○特に国語Ｂの応用では、「グループワーク」で聞いている人がわかりやす

い発表になるよう、工夫する力がついてきています。 

 これまでの取組から 

 
○漢字小テストを定期的に行い、反復することで漢字の読み・書きの定着

を目指します。 

○「グループワーク」を授業に取り入れ、自分の考えをしっかりまとめ、

相手に伝えたい内容を、分かりやすく表現する力をさらに高めます。 
 

 今後の具体的な取組について 
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≪優れている所≫ 

 

○連立二元一次方程式問題の正答率が

全国平均よりも高いです。特に式に表

すことや計算して解くことができてい

ます。 

 

○硬貨の表と裏が出る確率の意味と求

め方の正答率が、全国平均よりもかな

り高いです。 

 

≪努力を要する所≫ 

 

○文章を読み込んで、問題の意味をし

っかり理解して解くことに課題があ

ります。 

 

○図形問題で角度や証明することに課

題があります。 

 

○授業で扱ってから時間が経過した学

習内容の問題を解くことに課題があ

ります。 

≪優れている所≫ 

 

○図形を証明した事柄をもとにして、

新たな性質を見いだすことができて

います。 

 

○基本的な計算問題の正答率が高いで

す。 

 

 

≪努力を要する所≫ 

 

○図形問題で、証明することや数学的

表現を用いてその関係性を表現する

ことに課題があります。 

 

○事象を数学的に解釈し、問題解決の

方法を数式で表すことや、的確に処

理することに課題があります。 

 

 

○小テストなど、定期的に基本問題を行うことにより、整数の計算問題や文

字式の計算問題の正答率が上がってきています。 
 

 これまでの取組から 

 
○１年次で実施している「少人数制授業」を継続して展開し、基礎的な知識・

理解の向上を図っていきます。 

○手作り教材や小テストを実施し、学習意欲につながる「わかる」「できる」

授業実践を行います。 

○補習や再テストを行い、学力の定着を目指します。 

 今後の具体的な取組について 
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≪優れている所≫ 

○「化学式」を答えることがとてもよくできています。 

 

○第 1分野の物理的領域に関する問題ができています。特に「電流・電圧から電

気抵抗を求める問題」では、基礎的な知識・理解をもとに解答することがよく

できています。 

 

○第 2分野の生物的領域の問題ができています。特に人間の刺激に対する反応の

問題に関して、全国平均よりも正答率が高いです。 

 

○実生活からその状況を連想することができる問題の正答率が高いです。 

 

≪努力を要する所≫ 

○水溶液の濃度を指示通りに作る計算問題を解くことに課題があります。 

 

○「地震計のＰ波とＳ波の関係に関る問題」では、音に例えた問題は正答率が高

いですが、数値や現象の資料をもとにして、その関係性を表すことに課題があ

ります。 

 

○「科学的な規則性や多様性を導くために適切にデータを選択すること、処理す

る」ことに課題があります。 

 
○生活の中の化学・生物・地学領域関連の題材を使用した教材を工夫するこ

とで、「実生活の中での科学的事象」を連想して考える力がついてきまし

た。 

 これまでの取組から 

 
○学習した内容の定着をはかるため、小テスト、家庭学習の課

題を適宜設定し、復習や反復学習を行います。 

 

○実験等でどう変化するかを考え、発表する力をつけるため

に、グループワークを取り入れた学習を行います。 

 今後の具体的な取組について 
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生活について 
 

学習について 
 

≪よかった所≫ 

○「数学の勉強は好きですか」の問い 

に、「当てはまる」「どちらかとい

えば当てはまる」と回答した生徒が

全国平均を上回っています。 

○昨年課題であった「家で、学校の宿

題をしていますか」では、「してい

る」と回答した生徒が 39％から

61％に増加しました。 

≪課題と思われる所≫ 

○「数学や理科の授業で学習したこと

は、将来、社会に出たときに役に立

つと思いますか」で「当てはまる」

と回答した生徒が全国平均よりも下

回っています。 

        
  

 

 これまでの取組から 

 

「家で計画を立てて勉強していますか」の問いに、「していない」と回答す

る生徒が多いことが課題です。家庭学習での課題確認をし、基礎学力の定着

を目指してさらに取り組んでいきます。 

 今後の具体的な取組について 

≪よかった所≫ 

○「学校の規則を守っていますか」の

問いに、「当てはまる」と回答した

生徒が全国平均よりもかなり上回っ

ています。 

○「いじめは、どんな理由があっても

いけないことだと思いますか」で、

「当てはまる」と回答した生徒が、

全国平均よりも上回っています。 

 

≪課題と思われる所≫ 

○「住んでいる地域の問題や行事にか

かわっていますか」の問いに、「当

てはまる」と回答した生徒が、全国

平均よりも下回っています。 

 

15.5 16.614.1 15.5
20.9

32.2

0

10

20

30

40

当てはまる どちらかといえば

当てはまる

２８年度 ２９年度 ３０年度

全校で家庭学習を推進しています。                  

その結果「家で、学校の予習をしていますか」との問いに対して、下記のグ

ラフのとおり、予習をしている生徒が増加しています。課題であった家庭学

習に対して意欲的に取り組む姿勢が見られるようになりました。 
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１ ２

将来の夢や目標を持っていますか。

家庭学習に取り組みましょう。３

学校の授業時間以外に、普段（月～金）、1日当たりどれくらいの時間、勉強しますか。
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ご家庭で取り組んでいただきたいこと

平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果の分析より、「ご家庭で取り組んでいただき

たい３つの項目」をまとめました。

「思いやり」「貢献する

心」を育てましょう。
仲間と協力する心、仲間や人のために貢献

する心を育む教育活動に取り組みます。

人の役に立つ人間になりたいと思います

か。

有馬中学校のよさと課題です。さらなる向上を目指して取り組んでい

きたい項目です。

自分の夢を向かって取り組

む姿勢を育てましょう。

毎年、全国平均よりも低く、有馬中学校の課題です。今後、改善を目

指して取り組んでいきたい項目です。

自分の夢や目標を持っていると回答した生徒が

少なかったです。自分の将来に向けて、自信に

なる体験活動に取り組みます。

「家庭学習をどれくらいしているか」という問いに対して、「30分未満」「全くしない」と答える生徒が減

り、「１時間以上 2時間未満」と答える生徒が増えたことは成果といえます。しかし、「1時間以上」と答

えた生徒の割合を全国と比べると少ないことが課題です。学習への意欲をさらに高めたいと思いま

す。家庭学習の習慣づくりに努めましょう。
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